
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2011年　　1月　 1日 ～ 2030年　12　月　31日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 鈴木幸彦 所属 眼科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　　0172－　39　－　5095　　　FAX 　　0127　－　　37　－5735

提出先：医学部附属病院総務課総務グループ（総務・広報担当） mail：jm6453@hirosaki-u.ac.jp

　※　事前に大学院医学研究科倫理委員会の審査を経て許可されている必要があります。

　　　（許可通知の写しを添付のこと）

対象となるデータについては氏名等の個人を特定できる情報は匿名化
し、セキュリティー機能を持つパソコン内で厳重に管理します。拒否の申
し出があった場合には研究対象データから削除します。学会・論文等に
よる発表の後のデータの修正には応じられませんので、ご了承願いま
す。

弘前大学医学部附属病院　眼科　鈴木幸彦

これまでに治療が行われてきた方の治療成績を診療録により後ろ向きに
検討します。同様の研究は、これからも継続しますが、研究のために治
療法を変えるものではなく、その時点で行われた過去の治療成績を検討
するものです。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

網膜硝子体疾患に対する手術治療の予後の検討

以下の期間において網膜硝子体疾患に対して治療を行った方を対象とし
ます。

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

　眼科

網膜硝子体疾患に対する手術予後を振り返って検討することによって、
今後の手術成績の向上が期待されます。

網膜硝子体疾患の多くは硝子体手術によって治療が試みられますが、未
だに治癒しきれない症例も存在します。これまでに行われた症例を振り
返って、解析することによって、これからの患者に対する手術成績の向上
につながると考えられます。

本研究における利益相反はありません。

なし


